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【目的】 

 これまでにスノーボーダーを対象にした傷害調査はい

くつかなされてきたが、その多くが通常のスキー場で発生

した外傷を対象としているものであり、オフシーズン施設

を対象としたものは少ない。オフシーズン施設の代表であ

る室内スキー場は、人口雪やスノーボードパークなどの施

設環境、来場者の習熟度が通常のスキー場とは異なる。そ

れに伴い、外傷の発生頻度や受傷部位、種類などに相違点

があることが予想され、スキー場の調査結果をそのまま室

内スキー場に当てはめることはできない。そこで、本研究

では、室内スキー場におけるスノーボード外傷の実態を明

らかにし、その要因と対応法を検討することを目的とした。 

【方法】 

 国内で室内スキー場を通年運営している施設のうち、協

力が得られた 4 施設から開示された負傷者報告書を基に

調査を行った。調査期間は平成 23 年 8 月から平成 25 年

10 月の 27 ヶ月間とした。同一の事故で複数の部位に外傷

を負った場合は、それぞれを加算した（延べ数）。調査項

目は、受傷場所、受傷部位、外傷の種類、年齢、性別、受

傷時間帯の 6 項目であった。負傷者報告書は対象施設のス

タッフが記入したものであり、医師による診断の無いもの

も含まれている。本研究では、滑走の中断を余儀なくされ

る傷害を重症傷害として扱った。 

【結果】 

 期間中の重症傷害発症件数は 29 件であった。受傷率（受

傷者数/総来場者数）は 0.034％であり、およそ 3,276 人に

１人の割合で傷害を受傷していることが明らかになった。

室内スキー場において、事故が多発した場所は①ワンメイ

ク（52.8％）、②緩斜面（19.4％）、③壁面（13.9％）であ

り、受傷部位は多いものから①頭部（33.3％）、②手首

（24.2％）、③腕部（15.2％）の順で外傷が発生していた。 

また、外傷の種類は多いものから①脳震盪（23.1％）、

②骨折（20.5％）、③擦過傷（20.5％）であった。受傷年

代としては、20 代がもっとも高頻度で受傷しており

（60.9％）、40 代以上の受傷は全くなかった（0.0％）。男

女比は 55.2％：44.8％であった。加えて、最も事故が発 

 

生した時間帯は 16～17 時台（32.0％）であった。 

【考察】 

本研究で得られた室内スキー場での重症外傷の特徴を、

先行研究で報告されている通常のスキー場、あるいはその

他のオフシーズン施設と比較すると、両者では異なった結

果を示し、受傷率は 0.034％とウォータージャンプ施設

（0.14％）よりも安全性が高い結果となった。加えて、死

亡事故が 1 件も起きていない点やヘルメットの着用率が

100％である点などから、スキー場よりも室内スキー場の

安全性は比較的高いと考えられた。 

一方、室内スキー場では、事故の 52.8％がワンメイク

（ジャンプ台）で生じており、半数以上の外傷（66.7％）

がジャンプ動作に起因して発生していることが示された。

さらに受傷部位は頭部が最も多くスキー場の 3 倍であり、

次いで手首部はスキー場の 1.5 倍であった。通常のスキー

場よりも重症を負いやすいジャンプ動作が室内スキー場

では多くみられ、そのために頭部や手首の受傷率が高いも

のと考えられる。 

外傷予防という点において、ヘルメットやリストガード

など、プロテクターの着用が有効だと思われるが、ヘルメ

ット着用率 100％であったにも関わらず、脳震盪を受傷し

た割合はスキー場より高かった。要因としては、室内スキ

ー場でジャンプ動作を行う機会が非常に多いことと、人口

雪により雪面が固いことが挙げられる。 

今回の調査では対象とした施設数が少なく、負傷者報告

書には未記入の項目もあり、データの量が十分とは言い難

い。今後、他のオフシーズン施設まで対象を広げ、統一し

た傷害調査シートや外傷の判定基準を用い調査を行うこ

とで、より精度の高いデータが得られると考えられる。 

【結論】 

スノーボーダーの室内スキー場における受傷率は

0.034％であり、極めて高い安全性が明らかになった。一

方で、頭部（33.3％：スキー場の 3 倍）や手首部（24.2％：

スキー場の 1.5 倍）に外傷を負いやすく、脳震盪（23.1％）

や骨折（20.5％）のリスクが高いことが示唆された。 


